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1，背景   

急性心筋梗塞や不安定狭心症などの急性冠症候群の原因は冠動脈粥腫の狭窄の進行  

の延長線上のものと考えられていたが、近年それは不安定な冠動脈粥腫の破裂とそれに引  

き続く血栓形成によるものと判明し、軽度や中等度の狭窄から発症することが明らかになっ  

た。不安定粥腫とは粥腫内の脂質成分が皇宮でそれを被う線維性被膜が薄く血流や圧力の  

刺激で破裂しやすいものである。粥腫の組織性状診断すなわち脂質成分の大きさや線維性  

被膜の厚みの測定が可能となれば心筋梗塞の原因となる不安定粥腫を検出することや心筋  

梗塞の予測・予防が可能となり、急性冠症候群発症のメカニズムの更なる解明が期待でき  

る。   

現在、通常の冠動脈内嘩音波法では血管壁の三岸構造までは観察できるが、エコー輝度  

からの粥腫の組轍学的性状の評価には限界がある。またCT・MRIなどの非侵襲的方法でも  

不可能である。   

最近、心筋の組織性状診断に心筋組織からの超音波信号の後方散乱波を直接分析し計  

算されるinteqatedback＄Catter（［B）値が臨床応用されている。そこでヒトの血管においても同  

様の方法で分析することにより組織性状診断が可能ではないかと考えた。  

2．研究の特色・意♯   

本研究の特色は、動脈硬化組織性状を評価するために、血管壁から得られる超音波信号  

を直接取り出して解析し、病理組餞億との比較を行い各組織の旧値を定王化したことであ  

る。   

最初、体表からの超音波装置により得られる各組織性状からのIB値を組織像と比較して、   




